


芸術支援研究の拡がり：教育と社会における実践 

　本展示では、教育と社会において展開されている芸術支援の取り組みを、22名の実践者・研究者によるパネルと資料
で紹介します。 
　旧・博士課程芸術学研究科（1976年創設、5年一貫制）に始まる「美術論」「芸術教育学」の研究領域は、2007年
博士前期課程芸術専攻における「芸術支援領域」の創設、2008年芸術専門学群における「芸術支援コース」 （2003年
より特別カリキュラム芸術支援学）の創設へと、時代に即した幅広い実践と研究への発展を目指してきました。 
　本展示の出展者には、主に本学以外の現場で活躍されている芸術支援や芸術教育の卒業生・修了生、論文博士の学位
取得者等に加えて、連携する附属学校の教育研究者を迎え、社会の様々な現場に拡がる実践と研究の現在を示すことを
企画しました。 
　本展示を契機に、次の10年に向けて、新たなる研究への発想や連携をつなくことができればと願っております。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         2019年4月　直江俊雄
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東京2020オリンピック・パラリンピック文化プログラムの実践

浅野五月
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はじめに
「 東京2020オリンピック ・ パラリンピック」（以下、東京2020大会）

はスポ ー ツの祭典であると同時に文化の祭典でもある。国際オリン

ピック委員会によって採択されたオリンピズムの根本原則、規則、

付属細則を成文化した『オリンピック悪章』には文化プログラムに

関する条項があり、「オリンピック競技大会組織委只会は少なくとも

オリンピック村の開村から閉村までの期間、文化イペントのプログ

ラムを催すものとする。そのようなプログラムはIOC理事会に提出

し、事前に承認を得なければならない。」（第5章•第39条）※1と

定められている。

2020年オリンピック ・ パラリンピックの開催地が東京 に決定した
2013年直後から、東京オリンピック ・ パラリンピック競技大会組織

委貝会をはじめ、内閣官房や文化庁などの様々な機関や 組織で、文

化プログラムの実施に向けた具体的な検討が本格化した。開催地

である東京都においても芸術文化評議会を中心に検討が続けられ
た。そこで検討された提案の 一 つが、文化プログラムの先専的役割

を果たす 「リ ー ディングプロジェクト」である。 東京2020大会の文

化プログラムは、 スポ ー ツ競技 に先立ち、リオ2016大会後から

2020年までの 4年間にわたって開催される。一方、東京都では、

文化プログラムヘの理解を広げ、大会に向けた機運を醸成しようと
2015年より 「リ ーディングプロジェクト」として、 東京キャラバン」

と 「TURN」の2事業を開始した。

『東京キャラバン』

劇作家・演出家・役者である野田秀樹氏の発案により、多種多様

なア ー ティストが出会い、国境／言語／文化／ 表現ジャンルを超え
て、“文化混流

＂
することで、新しい表現が生まれるというコンセプト

を掲げ、それぞれのジャンルを超えたパフォ ー マンスを各地で展開

している。2015年の東京・駒沢に始まり、2016年のリオデジャネ

イロ、東北（仙台・相馬）、六本木。オリンピック ・ パラリンピックの束
京 2020 公認文化オリンピア ー ド※2として本格始動した2017

年度からは、全国の自治体と連携・協力し、京都、八王子、熊本、豊

田、高知、秋田などで展開。芸術文化界で活躍する様々な著名人と

ともに、新しい才能と若きパワ ー 溢れる表現者たちを迎え、 各地で
文化の種 を蒔き、東京2020大会のレガシ ー として未来へと続く文

化活動のプラットフォ ームになることを目指して活動している。

「東京キャラバンin京都」2017年
主催：東京都、 ア ー ツカウンシル東京
（公益財団法人東京都歴史文化財団）、
京都文化カプロジェクト実行委員会
（京都府、京都市、京都商工会議所等）
撮影：井上嘉和
courtesy of Arts Council Tokyo 

rTURN」

ア ー ティストの日比野克彦氏監修のもと、障害の有無、世代、性、

国籍、住環境などの背景や習慣の違いを超えた多様な人々の出会

いによる相互作用を、表現として生み出すア ー トプロジェクトであ

る。想像力を源とするア ー トの力で、「人 と違う」ことに価値を見出

し、社会へ発信することで、一人ひとりが異なる
“
その人らしさ

＂
を尊

できる関係性のある豊かな社会の創造を目指している。ア ー ティ

ストが、福祉施設や 社会的支援を必要とする人のコミュニティヘ赴
き、出会いと共働活動を望ねる 「TURN交流プログラム」と、TURN

の活動が日常的に実践され る場を地域に つ く り出す 「T URN
LAND」を基本に据え、 「TURNミ ー ティング」と 「TURNフェス」の

開催によって広く本 プロジェクトの意義を発信する。 また、 リオ
2016大会時に現地で事業を実施したことをきっかけに 、海外へも

活動が広がり、2017年からは東京藝術大学と連携して展開してい

る。

2020年とその先へ
者は2016年からこの2つの事業を担当している。どちらも、オ

リンピック ・ パラリンピック開催を契機に創出されたプロジェクトで

あり、 未来を見据えた先進的な取り組み である。それゆえ、事業を

実施する過程で、時には困難な調整を伴う。しかし、 一 つひとつの課

題と向き合い、チ ームが 一 丸となって乗り越えてきたことで、 プロ
ジェクトが発展してきていることを実感する。

まだ先だと思っていた東京2020大会も目前となった。 「東京キャ

ラパン」と 「TURN」もひとつの山湯を迎えることになる。そして、 こ

の他にも多種多様な文化プログラムが全国各地で展開され、様々

なしガシー （追産、ポジティブな影響）が生まれる予定である。東京
2020 大会以降の社会がどのように豊かになるのか、今から楽しみ

にすると同時に、2つの事業が大会のレガシ ー となるよう、全力を尽
くして取り組んでいきたい。

12017年版 ・ 英和対訳•国際オリンピック委貝会

2オリンピック憲三と束京2020大会の大会ピジョンのもと開催される文化の祭典。

r束京キャラバン」と 『 TURN」は大会組は委貝会から r 東京2020公認文化オリンピ

ア ー ド」として認証を受け、実施している。

「TURNフェス4」2018年
主催：東京都、ア ー ッカウンシル東京 ・ 東京都美術館
（公益財団法人東京都歴史文化財団）、
特定非営利活動法人Art's Embrace、
国立大学法人東京藝術大学
撮影：冨田了平
courtesy of Arts Council Tokyo 























図版典拠　
図1：写真“TOKYO—Le public,” 仏文パンフレット“exposition d’art francais contemporain au japon,” （L’Illustration社編集、日仏芸術社発行、発行年不詳（1925年以降））より
図2：写真「食堂　マルセル・ギユイユマール」、『装飾美術家協会展覧会　目録』（日仏芸術社、1928年）より
図3：写真「リユクサンブール美術館蔵品特別陳列（仏展）」、月刊誌『日仏芸術』36号（1928年6月号）7ページ（日仏芸術社発行、1928年）より
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